
は
さ
み

夏
ま
つ
り

鬼
木
の
棚
田

　400枚の田んぼが連なる景勝地。住民
らは先祖が築いた資産を絶やさないよ
う、交流イベントを開催しています。６月
には水田を灯ろうで彩る「鬼木燈火まつ
り」、９月の収穫期にはかかしが並ぶ「鬼
木棚田まつり」が開かれています。

　8月下旬、「はさみ温泉湯治楼」周辺で開
催。波佐見焼の皿を鳴らす「皿踊り」の一
団が練り歩き、川棚川沿いの遊歩道は磁
器製の「コンプラ灯籠」で彩られます。「海
なし自治体」ならではの、田んぼから打ち
上げられる花火は迫力満点です。

ところ
☎
東彼杵郡波佐見町中尾郷
0956-85-2273
（中尾山交流館）

　江戸時代から波佐見窯業
の中心地として発展した中尾
山。4月の桜陶祭や10月の秋
陶めぐりでは、やきものファン
で賑わいます。今年2月には隣
接する鬼木郷とともに「波佐
見中尾皿山と鬼木棚田の文
化的景観」として国の重要文
化的景観に選定されました。
本県出身の漫画家、小玉ユキ
さんの『青の花 器の森』の舞
台でもあります。若手生産者
の福田太一さんは「風情のあ
る街並みも楽しんでほしい」
と話しています。

陶郷・中尾山

　
◆
前
向
き
に
動
く
人
の
考
え
共
有

　

朝
飯
会
の
司
会
を
務
め
る
グ
リ
ー
ン

ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
小
林

善
輝
さ
ん
は「
根
底
に
あ
る
の
は『
み
ん

な
自
分
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
り
た
い
』と
い

う
思
い
で
し
ょ
う
。月
に
一
度
の
息
抜
き

の
場
で
あ
り
、前
向
き
に
動
く
人
の
考

え
を
聞
け
る
場
所
」と
語
り
ま
す
。

　

有
志
の
勉
強
会
だ
っ
た
朝
飯
会
が
本

格
化
し
た
の
は
２
０
０
０
年
代
初
頭
。

当
時
の
陶
磁
器
業
界
は
産
地
表
示
の
厳

格
化
や
、安
価
な
輸
入
品
の
増
加
な
ど

に
直
面
し
、町
全
体
が「
産
業
の
将
来
に

強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
」と
い
い
ま

す
。そ
こ
で
生
き
残
り
を
か
け
、官
民
で

推
し
進
め
た
の
が
、農
業
と
窯
業
を
組

み
合
わ
せ
た「
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
」で
し
た
。有
識
者
を
招
い
た
り
、

視
察
に
出
か
け
た
り
、朝
飯
会
は
地
域

づ
く
り
の
先
進
事
例
を
学
び
合
う
場
と

し
て
も
機
能
し
ま
し
た
。宿
泊
施
設
の

開
業
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
あ

り
、２
０
１
７
年
に
は
町
の
年
間
観
光

客
の
目
標
値
で
あ
っ
た
１
０
０
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
◆
ま
ち
づ
く
り
の
結
束
力
に

　

第
１
土
曜
の
午
前
６
時
、学
生
か
ら

主
婦
、中
学
高
校
大
学
の
教
職
員
、経
営

者
、町
長
ま
で
10
代
〜
70
代
の
多
様
な

顔
触
れ
が
集
い
ま
す
。ル
ー
ル
は「
自
慢

話
や
事
業
の
営
業
は
禁
止
」。参
加
者
は

１
人
３
分
の
持
ち
時
間
で
近
況
や
趣
味

な
ど
を
ス
ピ
ー
チ
し
、午
前
10
時
ご
ろ

ま
で
続
き
ま
す
。小
林
さ
ん
は
参
加
者

の
顔
ぶ
れ
か
ら
登
壇
順
番
を
決
定
。筋

書
き
の
な
い
ス
ピ
ー
チ
の
リ
レ
ー
が
続

き
ま
す
。「
み
ん
な
が
何
を
考
え
て
い
る

か
分
か
る
と
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
。

人
間
性
が
分
か
る
か
ら
、い
ざ
何
か
や

ろ
う
と
い
う
時
に
声
を
か
け
や
す
い
ん

で
す
」。互
い
の
挑
戦
を
後
押
し
し
合
え

る
横
の
つ
な
が
り
が
、ま
ち
づ
く
り
の
結

束
力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
◆「
陶
農
の
ま
ち
」の
未
来
へ

　

会
場
の「
西
の
原
」は
誕
生
20
年
。「
お

し
ゃ
れ
な
場
所
と
し
て
定
着
し
ま
し
た

が
、も
の
づ
く
り
に
直
接
触
れ
る
場
所

が
今
後
の
波
佐
見
に
は
必
要
」と
小
林

さ
ん
。研
究
会
な
ど
が
整
備
を
進
め
る

小
樽
郷
の
新
拠
点「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
エ
リ

ア
」で
は
、絵
付
け
や
ろ
く
ろ
体
験
、工

場
見
学
な
ど
が
実
現
し
て
い
ま
す
。広

が
る
人
の
輪
が「
陶
農
の
ま
ち
」の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

東彼杵郡波佐見町の観光スポット「西の原」。月に一度、年齢も職業も
異なる人々が集う「朝飯会」が開かれています。朝食を味わい、人の話
に耳を傾ける。人と人をつなぎ、町の元気につながっています。

人と人を結ぶ３分スピーチ

西の原

小林善輝さん
こばやし よしてる

NPO法人 グリーンクラフト
ツーリズム研究会　事務局長

ところ
営業
☎

東彼杵郡波佐見町井石郷2187-4
時間や定休日は店舗により異なります
0956-85-8155（雑貨店「HANAわくすい」）
※電話の受付は11時～18時、水曜定休

昭和の製陶所をリノベーション

kon-ne
波佐見

地域
特集

波佐見陶箱クッキー
とうばこ ラ セコンダ カーザ

　波佐見焼の陶箱の中身は、
波佐見産の米粉をベースにお
茶やきなこなど地元の素材を
取り入れたクッキー。「長崎デ
ザインアワード2021」で金賞
を受賞した人気商品です。米粉
専用米の肥料には、やきものの
製造工程で利用した廃石こう
を使い地域内循環にこだわっ
ています。

地域内循環へのこだわり

ところ

営業
☎

波佐見町井石郷2255-2
波佐見町観光協会
9時～17時
0956-85-2290
※陶箱クッキーは毎週土曜9時
　から数量限定販売

ところ
営業

☎

波佐見町田ノ頭郷678-1
11時～12時45分、13時～14時45分、
金土日のみ18時～21時LO
0956-36-9026
※営業日はインスタグラムで
　要確認

地元を楽しむイタリアンレストラン
La Seconda CasaLa Seconda Casa

陶箱はヘリンボーン・鹿の子、
PLEATSの柄で、色のラインナップ
は季節によって変動

波佐見カルボナーラ（手前）のほ
か、猪肉ラグーソースの「波佐見パ
スタ」（奥）も人気

オーナー　田口 寬貴さん

クッキーを手がける
鬼木加工センター
楠本さん

グルメお土産

表紙のコト お出かけスポット

イベント 絶景

プリーツ

　季節ごとに採れる新鮮な野
菜など、地元産の食材を積極
的に取り入れています。ディ
ナーで注文できる「波佐見カ
ルボナーラ」は、波佐見産の卵
や麺、自家製のベーコンを使
用。メニューに合わせて使用し
ている、色や形にこだわったオ
リジナルの波佐見焼も楽しめ
ます。

ゆうじろう

とうろう

ちょうはんかい

※営業時間は10～16時、火曜定休

　昭和初期に建てられた製陶所跡
や庭園をリノベーションし、20年前
に生活道具の店、ギャラリー＆雑貨
店、カフェの3店舗でスタートした観
光スポット「西の原」。その後もボル
ダリングウォールやジェラート店な
ど、個性豊かな店が加わり、今では
10店舗に拡大しています。建物は国の登録有
形文化財としても保全されています。近くにあ
る昭和初期の木造ホール「波佐見町講堂」と共
に、ノスタルジックなたたずまいが、アートやデ
ザイン、建築に興味のある観光客をひきつける
波佐見観光の代表的スポットです。

窯業に携わる若手の皆さん
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